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入  学  試  験  問  題 

                                  No 1  
 

コ ー ス 等 電気電子工学コース 試 験 科 目 電気回路 

問1 図 1 および図 2 の回路について，以下の問いに答えよ。ただし，E1	=	3 V, E2	=	2 V, R1	=	6 Ω, 
R2	=	4 Ω, R3	=	2.6 Ω, R4	=	5 Ωとする。  

 
(1) 端子 b に対する端子 a の電位を求めよ。 
(2) 端子 a-b の左側にある各電圧源を短絡除去し，端子 a-b から見て左側の全抵抗Rを求めよ。 

 
図 2 の抵抗R4を図 1 の端子 a-b に接続したとき，以下の問いに答えよ。 
 

(3) 抵抗R4に流れる電流Iの大きさを求めよ。 
(4) 端子 b に対する端子 a の電位を求めよ。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
問2 図 3 の回路について，以下の問いに答えよ。なお，交流電源の角周波数はωであるとする。 

 
(1) 抵抗R1のインピーダンスŻR1，インダクタLのインピーダンスŻL，キャパシタC1のアドミタン

スẎC1，および抵抗R2とキャパシタC2の並列アドミタンスẎR2C2をそれぞれ示せ。 
(2) 図中の電流İ3を出力電圧V̇outと並列アドミタンスẎR2C2を用いて表せ。 
(3) 図中の電圧V̇2をインダクタのインピーダンスŻL，並列アドミタンスẎR2C2，および出力電圧V̇out

を用いて表せ。 
(4) 図中の電流İ1をキャパシタC1のアドミタンスẎC1，インダクタのインピーダンスŻL，並列アド

ミタンスẎR2C2，および出力電圧V̇outを用いて表せ。 
(5) 出力電圧と入力電圧の比V̇out ∕ ĖをŻR1, ŻL，ẎC1およびẎR2C2を用いて表せ。 
(6) R1	=	R2	=	100 Ω， L	=	200 mH，C1	=	C2	=	10 μFであるとき，V̇out ∕ Ėの絶対値を電源の角周波数

ωを用いて表せ。 
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İ2�
�
R1�
L�
R2�
C1�
C2�
V̇out�
V̇2�
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İ1�
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İ1�
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İ1�
İ2�
�
R1�
L�
R2�
C1�
C2�
V̇out�
V̇2�
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Ė�
R�
C1�
C2�
L�
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İ1�
Ė�
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∼Ė�
R�
C1�
C2�
L�
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İ2�
�
R1�
L�
R2�
C1�
C2�
V̇out�
V̇2�
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İ1�
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İ1�
Ė�
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İ1 
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İ1�
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İ1�
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İ�

Ė�
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İ2�
�
R1�
L�
R2�
C1�
C2�
V̇out�
V̇2�
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İ1�
Ė�
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İ�
�
E1�
E2�
E3�
R1�
R2�
R3�
R�
Vab�
I�

Ė�
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                                  No 2  
 

コ ー ス 等  電気電子工学コース 試 験 科 目 電気回路 

 
問3 図 4 の回路について，以下の問いに答えよ。なお，交流電源の角周波数はωであるとする。 

 
(1) 回路に流れる電流の振幅|İ|を電源電圧Ė，抵抗R，インダクタンスL，電気容量Cおよび角周波

数ωを用いて表せ。 
(2) 電流の振幅|İ|が最大になる電源の角周波数ωmaxを求めよ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 4 

∼ ∼E1̇�
E2̇�
R�
C 

I1̇     I2̇							I3̇ 

S 

V 

i(t) 

E1̇�
E2̇�
R�
C 

I1̇     I2̇							I3̇ 

S 

V 

i(t) 

E1̇�
E2̇�
R�
C 

I1̇     I2̇							I3̇ 

S 

V 

i(t) 

Ė 
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Ė�
�
R�
L�
C�
İ�
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∼Ė�
R�
C1�
C2�
L�
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Ė�
�
R�
L�
C�
İ�
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İ2�
�
R1�
L�
R2�
C1�
C2�
V̇out�
V̇2�
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İ1�
Ė�
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İ1�
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İ�

E1̇�
E2̇�
R�
C 

I1̇     I2̇							I3̇ 

S 

V 

i(t) 

Ė 
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İ1�
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İ2�
�
R1�
L�
R2�
C1�
C2�
V̇out�
V̇2�
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İ�
�
E1�
E2�
E3�
R1�
R2�
R3�
R�
Vab�
I�

Ė�
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İ2�
�
R1�
L�
R2�
C1�
C2�
V̇out�
V̇2�
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İ3 
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入  学  試  験  問  題 

                                  No 1   
 

コース等  電気電子工学コース 試 験 科 目 電子回路 

 
問 1 図 1および図 2に示すトランジスタについて以下の問いに答えよ。 
(1) 図 1 および図 2 に示すトランジスタはそれぞれどのような構造によ
って構成されるか簡潔に説明せよ。 

(2) 図 1 のトランジスタを正常に動作させるには，端子 LN 間および端
子 MN 間に印加する直流電圧は，順方向バイアスと逆方向バイアス
のそれぞれどちらにすればよいか。 

(3) 端子 Rを接地した図 2のトランジスタを正常に動作させるため，端
子 RT間に 0.7 Vの直流電圧を印加すると端子 Tには 50 PAの直流電
流が流れた。このとき，端子 SR間に印加する直流電圧 VSRと端子 S
を流れる直流電流 Isの関係をグラフに描け。ただし，グラフの軸に
具体的な数値を記載する必要はない。 

 
問 2 図 3に示すソース接地基本増幅回路について以下の問いに答えよ。
ただし，電界効果トランジスタ(FET)の小信号等価回路は電流源表示を用いて図 4と表せるも
のとする。また交流等価回路においてはコンデンサ C1，C2 および CS はいずれも信号源 vin

の周波数に対して，十分インピーダンスが低くなるような容量であるとする。 
(1) 図 3の回路におけるコンデンサ C1の役割について簡潔に説明せよ。 
(2) 図 3の G点における直流電位を 5.0 Vとしたい。そのための抵抗値 R2の大きさを定めよ。た

だし，各素子値は図中の値を用いること。 
(3) 図 3の交流等価回路を描け。 
(4) 交流等価回路における電圧利得 Av ( = vout / vgs ) を RL，rd，および gmの記号を用いて表せ。 
(5) 交流等価回路における電圧利得 Avを図中に示した各素子値を用いて計算せよ。 

 
 
図 3 

 
 
図 4 
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コース等  電気電子工学コース 試 験 科 目 電子回路 

 
 
問 3 図に示す演算増幅器を含む各回路について以下の問いに答えよ。ただし，演算増幅器は理想
的であるとする。 

(1)  図 1に示す回路における利得 G ( = vout / v1)を R1および Rfを用いて表せ。 
(2)  図 2に示す回路の出力電圧 vAを v1，v2，R1，R2，および Rfを用いて表せ。 
(3)  抵抗が R1 = R2 = Rfの条件を満たすとき，図 2の回路における出力電圧 vAを v1および v2を用

いて表せ。 
(4)  図 3に示す回路の出力電圧 vBを v1，v2，R1，R2，R3，および Rfを用いて表せ。 
(5)  抵抗が R1 = R2 = R3 = Rfの条件を満たすとき，図 3の回路における出力電圧 vBを v1および v2

を用いて表せ。 
 

 
図 1  

図 2 

 
図 3 
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コ ー ス 等  電気電子工学コース 試 験 科 目 電磁気学 

 

問 1 半径 a [m]の導体球殻の表面に電荷 Q [C]が一様に分布しているとき，以下の問いに答えよ。

ただし，真空中の誘電率をH 0 [F/m]とする。また，球殻の厚さは無視してよい。 

(1) 球の中心 O からの距離 r [m]の関数として，球外部(r > a)の電界 Eout(r) [V/m]，および球内部

(a > r)の電界 Ein(r) [V/m]をそれぞれ求めよ。  

(2) (1)のとき，距離 r [m]の関数として，球外部(r > a)の電位 Vout(r) [V]，および球内部(a > r)の電

位 Vin(r) [V]をそれぞれ求めよ。ただし，無限遠の電位をゼロとする。 

(3) (2)において，電位 Vin(r)および Vout(r) [V]と距離 r [m](r > 0)の関係を図示せよ。 
 
問 2 電流 I [A]の作る磁界 H [A/m]について，以下の問いに答えよ。 

(1) 図 1 に示すように，線状電流 I [A]において，任意の点 Q において微

小長さdl [m]と電流の積 Idlによって点Qから角度Tの方向で距離 r [m]
の点 P に生じる磁界の強さ dH [A/m]を求めよ。 

(2) 図 2 に示すような有限の長さ l [m]の直線状導線 AB に A から B の方

向に電流 I [A]が流れているとき，導線からの距離が a [m]で，∠PAB = 
D，∠PBA = E�である点 P における磁界の強さ H [A/m]を求めよ。ただ

し，導出の過程で必要となる記号等は自身で適宜用意すること。 

問 3 図 3 に示すような磁束密度B = (0, 0, −B) [T]の一様な磁場中において，

初速度 v = (v, 0, 0) [m/s]，質量 m [kg]，電荷 －e [C]の電子が xy 平面の

原点 O から x 軸方向に磁場に垂直に入射したとき，電子は xy 平面上

で回転半径 r [m]の円運動(サイクロトロン運動)をする。以下の問いに

答えよ。 

(1) 電子に働くローレンツ力の大きさ F [N]を求めよ。 
(2) 電子に働くローレンツ力と遠心力のつり合いから，円運動の回転半径

r [m]を求めよ。 
(3) 回転中心の座標(x, y, 0)を求めよ。 
(4) 回転周期 T [s]を求めよ。 
(5) 回転角周波数Zc [rad/s]を求めよ。 


